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令和 ６ 年 10 月 29 日

SDGs達成に向けた宣言書

宣言者 秋田市上北手猿田字苗代沢１７－３

日本赤十字秋田看護大学

日本赤十字秋田短期大学

学長 原 玲子

は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿

３側面

(主な分

野にþ)

SDGs 達成に向けた

重点的な取組

2030年に向けた

指標

重点的な取組及び

指標の進捗状況
初回登録年月日：Ｒ3年 11 月 19日

関連する主な

SDGsゴール

（最大３つ）

þ経済

þ社会

☐環境

女性職員の積極的な

管理職への登用

管理職のうち、過半数以上

が女性職員

女性管理者の比率が４年

連続で過半数以上を維持

５

８

１０

☐経済

☐社会

þ環境

省資源と温室効果ガ

スの削減への取り組

み

ペーパーレス化による紙資

源の節約と施設内の照明の

全面 LED化

学生食堂の大型空調機を

エネルギー効率の高い

最新機器に更新した。

１３

１５

☐経済

þ社会

☐環境

赤十字の人道の理念

に基づく教職員や学

生のボランティア活

動への参加の促進

防災キャンプの開催や県内

大学生の赤十字活動への参

加の促進

6月に防災キャンプを実

施。参加学生は 54名。

内容は応急手当や搬送法

の修得と避難所設営等。

9月には能登半島地震、

10月には山形豪雨（酒

田市）へのボランティア

活動に教職員が参加し

た。

１１

１７

赤十字の人道を理念として、女性職員の積極的な管理職への登用や障害者の雇用など多様性に配慮し

た働きやすい職場環境づくりを進めながら、省資源・省エネルギーの推進など環境に配慮した経営を行

うとともに、防災活動などボランティア活動を支援し、持続可能な地域社会の実現に貢献していきます。

日本赤十字秋田看護大学

日本赤十字秋田短期大学



ゴール

番号
内容 アイコン

ゴール

番号
内容 アイコン

１ 貧困をなくそう ９
産業と技術革新の基

盤をつくろう

２ 飢餓をゼロに １０
人や国の不平等をな

くそう

３
すべての人に健康と

福祉を
１１

住み続けられるまち

づくりを

４
質の高い教育をみん

なに
１２

つくる責任、つかう責

任

５
ジェンダー平等を実

現しよう
１３

気候変動に具体的な

対策を

６
安全な水とトイレを

世界中に
１４ 海の豊かさを守ろう

７
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに
１５ 陸の豊かさも守ろう

８
働きがいも経済成長

も
１６

平和と公正をすべて

の人に

１７
パートナーシップで

目標を達成しよう


